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　放射性セシウムは土壌への強い収着特性を有する一方、深度方向に緩やかに移動し、その結果として空間線

量率は物理減衰以上の低減を示している。放射性セシウムの深度分布はExponential型あるいはそれ以上に深

度方向に延伸する型が多く認められる。このような放射性セシウムの分布の変遷は、数値解析によって収脱着

の反応速度と分散の効果で説明しうることがわかってきた。本報告では、収脱着の反応速度を考慮した移流分

散モデルおよび放射線輸送モデルを用い、放射性セシウムの深度分布変化に基づく空間線量率変化の予測結果

を例示する。空間線量率の低下は、フォールアウト後10年程度まで放射性セシウムの土壌深度方向への移動に

より物理減衰以上であることが期待される。その後は、放射性セシウムの土壌への固定化が進むとともに物理

減衰程度になると想定される。
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